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小さいけれど、平坦で住みやすい地形 
石狩平野の中央に位置し、一番高いところは標高９３．０ｍ（西野幌）、低いところは標高２．５ｍ（豊幌）で、全体

的にはほぼ平坦な地形です。総面積は１８７．３８㎢で、石狩管内の市の中では狭いほうですが、比較的住みやす

い地形といえます。 

 

気温の幅は６０℃。一番積もった雪の記録は１６７ｃｍ  
１年間の平均気温は７．５℃（過去１０年間平均）です。最高気温の記録は３４．５℃（昭和５１年と平成１８・１９

年）、最低気温は－２７．７℃（昭和５２年）です。 

平均降水量は１，０２４ｍｍで、１日で降った最大降雨量は１８０ｍｍ（1981 年（昭和５６年））です。 

降雪は 1985 年度（昭和６０年度）に８６７ｃｍを記録し、最深積雪量は平成２５年に１６７ｃｍを記録しています。 

日本海から太平洋にかけて四季を通じて風が強く、特に４～５月ごろには南南東の強風が吹きます。  
身近に感じられる農業。近年は「麦の里えべつ」としても知られる  
農村と住宅街が近接し、農業や農村風景を身近に感じることができます。高速

道路や幹線道路へのアクセスが良く、札幌圏をはじめ、消費地への流通網も整

えやすい環境です。  

稲作、畑作、酪農、肉用牛、施設園芸などが行われていますが、その中でも小

麦「ハルユタカ」は生産が安定し、市内の産学官連携により「江別小麦めん」

が開発されました。小麦の生産から製粉・製麺・消費までを市内で完結させる

地産地消の取り組みが注目され、「麦の里えべつ」として市内外に知られるよう

になりました。 

 

大学や研究機関が多い  
江別市には大学が４つ（酪農学園大学、北翔大学、札幌学院大学、北海道情報大学）と、短大が１つ（北翔大

学短期大学部）あるほか、北海道立や民間の研究施設が多くあります。市内には学生が多く住んでおり、市民向

けの公開講座が行われたり、大学と連携して地域の課題や活性化に取り組んだりしています。   
３市にまたがる広大な公園「野幌森林公園」がある 
江別市・札幌市・北広島市の３つの市にまたがる野幌丘陵にある「野幌森林公園」は、大都市

近郊でまとまった面積の森林（平地林）が残されている日本国内でも数少ない貴重な公園です。 

 

道路や鉄道のアクセスが良い  
札幌市の中心部までは、電車で約２０分、車で約４０分。新千歳空港も快速電車で約６０分、車

で約５０分です。 

道央自動車道が市内を通り、２つのインターチェンジがあるため、道内各地にも行きやすい環境

です。 

江別の地名の由来は、アイヌ語の「ユベオツ（サメのいる川）」や「イ・プッ（大事な場所への入口）」など諸説あります。 

 

約１５０年前に移住がスタート  
明治４年（１８７１年）、宮城県涌谷（わくや）領から２１戸７６人の農民が江別に移住しました。  

明治１１年（１８７８年）には屯田兵１０戸５６人が移住し、明治政府による開拓使府令が布達され、「江別村」が

誕生しました。その後、各地から屯田兵が入地し、計画的な開拓が進められました。  
人口増加とともに成長  
大正５年（１９１６年）に町制施行により「江別町」となり、昭和２９年（１９５４年）には「江別市」が誕生しました。  

昭和３０年代後期から４０年代にかけて、札幌市に人口が集中する中、江別も人口が急増し、加えて、大学や教

育・研究施設の立地、第一工業団地の整備などにより、道央圏の中核都市となりました。 

平成３年（１９９１年）には、人口１０万人を達成し、平成２６年（２０１４年）には市制施行６０周年を迎えました。       
 

 

  

約１３０年前から続く  
北海道遺産「江別のれんが」  
開拓使の奨励により道内１７の工場でれ

んがが造られるようになり、北海道庁赤れ

んが庁舎をはじめ多くの名建築が生まれ

ました。江別では、明治２４年（１８９１年）

に工場ができ、れんがづくりが始まりまし

た。大正以降は、全道一の陶土地帯であ

る江別の野幌周辺が製造の中心でした。 

北海道の歴史を支えてきた「江別のれん

が」は平成１６年に北海道民全体の宝物

として「北海道遺産」に選ばれました。 

江
別
市
の
あ
ゆ
み 

えべつの未来づくりミーティング資料  

 

江別市の現状について 
 

簡単にまとめてみました。 

共通の情報、参考資料としてご覧ください。 

ЁＢＲＩ  

ハルユタカ  
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農林漁業は産業全体での割合は低く、事

業所や従業者の数は少ないですが、農業

経営体※数は札幌市に次いで多く、１経営

体あたりの平均経営耕地面積や農業産

出額は、千歳市に次いで多い状況です。 

 

 

 

 

※農業経営体は、家族経営体と組織経営体の

合計です。  
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店舗面積が１，０００㎡超の大規模小売店の施設数は、札幌市に次いで

多い状況です。 
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患者２０人以上の入院施設がある病院

と、１９人以下の診療所の数を、人口１万

人あたりの数値で近隣の市と比較すると、

病院は比較的少なめですが、かかりつけ

医の役割を担う診療所は平均的な数値

です。 
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観光入込客数については、他の都市と比較すると、少ないほうです。 
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北海道観光入込客数調査報告書
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2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

市内に大学や研究機関があり、大学や短大に通う学生が約１万人います。 

それに伴い、教育、学習支援業に携わる方も多い状況です。 
 

 

6,194 6,065 5,918 5,771 
5,628 5,635 5,690 5,635 

5,751 5,759 

3,990 3,891 3,881 3,806 3,731 3,651 3,537 3,507 3,461 3,503 

4,772 4,636 4,446 4,296 4,184 4,180 4,107 3,977 4,082 4,029 

11,424 11,167 
10,711 

10,305 9,991 9,722 9,865 10,096 
10,452 10,675 

0

5,000

10,000

2012年

（H24）

2013年

（H25）

2014年

（H26）

2015年

（H27）

2016年

（H28）

2017年

（H29）

2018年

（H30）

2019年

（R1）

2020年

（R2）

2021年

（R3）

（人）

各年５月１日現在
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小学校 中学校 高等学校 大学・短大学

第３次産業の内訳を見ると、「卸売業、小売業」や「医療、福祉」に関する事業

所数や従業者数が多い状況です。 

産業について 
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【第１次産業】農林漁業

【第２次産業】建設業

製造業

【第３次産業】卸売業、小売業

医療、福祉

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

不動産業、物品賃貸業

サービス業(他に分類されないもの)

教育、学習支援業

学術研究、専門・技術サービス業

運輸業、郵便業

金融業、保険業

情報通信業

複合サービス事業

電気･ガス･熱供給･水道業
2016年経済センサス

江別市内にある事業所数と従業者数

事業所数

従業者数（人）
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就業人口の割合を産業分類別で見ると、第１次産業（農業・林業・漁業）や

第２次産業（製造業・建設業・鉱業）にあてはまらない、第３次産業が約８割を

占めます。 
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大規模小売店数  

札幌市  345 

江別市  25 

千歳市  21 

恵庭市  16 

北広島市  12 

石狩市  10 
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単独世帯（ひとり暮らし）は、男女とも２０～２４歳で多くなっています。  

また、７０歳を超えると、女性のひとり暮らしが男性に比べて多くなっています。  
 

 

1 

674 

1,637 

540 
394 

366 394 

594 551 584 
541 

583 524 
340 

238 255 

809 

0 

446 

1,119 

354 
232 167 206 

286 
384 

541 
609 

719 

936 939 960 

1,192 

434 

1 

1,120 

2,756 

894 

626 
533 600 

880 935 

1,125 1,150 
1,302 

1,460 
1,279 

1,198 

1,447 

1,243 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

15歳未満 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 年齢不詳

（世帯）

年齢５歳階級別・男女別の単独世帯数（ひとり暮らし）(一般世帯)【2020年（Ｒ２）国勢調査】

男性 女性 男女合計

年齢３区分別人口の推移を見ると、年少人口と生産年齢人口は減少し、老年人口

は増加しています。 
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65歳以上（老年人口）

年齢３区分別人口の構成比の推移を見ると、直近５年間で、生産年齢人口の割合

が急速に低くなり、老年人口の割合が急速に高まっています。  
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年齢３区分別人口構成比（江別市の推移と石狩管内都市比較） 【国勢調査】
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人口や世帯について                                             
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人 口
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国勢調査で

戦後初の人口減少
国勢調査で再び増加

ËBRI、江別蔦屋書店、都市と農村の

交流センター「えみくる」がオープン

市内に大学が設置

大麻団地入居開始

大麻駅開業

道立図書館が札幌市から移転

高砂駅開業

野幌駅新駅舎（高架駅）開業

江別市ガラス工芸館、江別市セラ

ミックアートセンターがオープン

北海道情報大学開学

年少人口と老年人口が逆転 

２０３５年（令和１７年）ぐらいに

は老年人口も減少する推計に 生産年齢人口が減少 

６５歳以上単独世帯（ひとり暮らし）は年々増加しています。  

夫婦のみの世帯も年々増えています。  
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65歳以上の単独世帯

65歳以上の夫婦のみ世帯

世帯数が増える一方、１世帯あたりの人員

はこの６０年間で半数以下になっています。  
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２０２０年（令和２年）の転出と転入の状況を見ると、場所は転出・転入とも

に札幌市が多く、年齢では２０～２４歳の転出が特に目立ちます。 
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【2020年（Ｒ２）住民基本台帳人口移動報告】
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【2020年（Ｒ２）住民基本台帳人口移動報告】
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人口動態について 
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2014
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（H27）
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（H28）

2017

（H29）
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（H30）

2019

（R１）

2020

（R２）

（人）

（年）

自然動態（出生・死亡）、社会動態（転入・転出）の推移【住民基本台帳】

（各年1月1日から12月31日まで）
出生 死亡 転入 転出

合計特殊出生率※は、石狩管内の他の市と比較すると最も低くなっています。  

1.59 

1.38 

1.25 

1.11 
1.04 

1.06 
江別市 1.15 

札幌市 1.16 

千歳市 1.52 

恵庭市 1.30 

北広島市 1.18 

石狩市 1.26 
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2013(H25)～

2017(H29)年

合計特殊出生率（ベイズ推定値）の推移と道内・全国比較（５年間の平均）

２００８年（平成２０年）以降、転出数の方が多い年が続く 

人口動態の推移を見ると、２００４年（平成１６年）から２０１８年（平成３０年）までは、ほぼマイナスでしたが、２０１９年（令和元年）以降

はプラスの状況が続いています。  
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255 
378 

715 

1,205 
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（H24）
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（H27）

2016年

（H28）

2017年

（H29）

2018年

（H30）

2019年

（R１）

2020年

（R２）

(人）

人口動態（増減）の推移 【住民基本台帳】（各年１月１日から12月31日まで）

人口動態（自然動態+社会動態）

自然動態

社会動態

２０１６年（平成２８年）に逆転。転入者が上回る 

２００３年（平成１５年）以降、死亡数が出生数を上回る状況が続く 

自然動態と社会動態を合わせた人口の動き（増減）のことを「人口動態」といいます。 

自然動態：出生・死亡に伴う人口の増減   社会動態：転入・転出に伴う人口の増減  

※合計特殊出生率：１５～４９歳までの女性の年齢別出生率を合計したものです。市町村単位では人数が少なく、偶然変動の影響を受け、数値が不安定な

動きを示すことがあるため、より広い地域である二次医療圏のグループの出生、死亡の状況を情報として活用する「ベイズ推定」を用いて合計特殊出生率

を算出しています。  
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行財政について（「江別市財政の現状と課題」より抜粋して作成） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

近年は、少子高齢化に伴う扶助費の増加、江別の顔づくり事業や学校の耐震改築による投資的経費の増加など

により、決算規模が大きくなっていました。 

今後３年間の江別市の歳入・歳出の見通しについては、消費税率の引き上げによって、地方消費税交付金は増加

しましたが、この増加分は地方交付税の算定から除かれるため、全体では収入の増加は期待できない一方、老朽

化した施設の改修、市街地整備の進展、社会保障の見直し等による扶助費の増加が予想されるため、収支差が

大きく、マイナスとなる財源不足の状態となっています。  
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2 3 4 5 6

人口

（人）

歳入・歳出

（億円）

（年度）

歳入・歳出・人口の推移と見通し
歳入総額

歳出総額

人口

人口増加やバブル経済崩壊後
の国の緊急経済対策に合わせ
た各種公共事業の実施により、
200１年度（平成１３年度）まで
は歳入・歳出とも増加  

2002 年度（平成１４
年度）以降、公共事業
の抑制などにより減少  

平成２１年度は大規模
な景気対策、平成２２
年度は土地開発公社
の解散に伴う用地取得
等で一時的に増加  

 

２０２０年度（令和２年度）の歳出総
額は、特別定額給付金（約１２０億
円）や新型コロナウイルス感染症対
策に要した経費などにより、令和元
年度と比較して１２９億円程度増加
し、約５９０億円となりました。  

見通し 

歳入の構成を見ると、市税と地方交付税がその中心となっており、歳入の半分近くを占めています。  

歳入を市民１人あたりの額で比較すると、石狩管内の市では最も低く、また、市税の割合が小さく、地方交付税の

割合が大きい状況です。江別市は大きな企業が比較的少ないことなどの理由により市税が少ないため、必要な一

般財源の確保を地方交付税に大きく依存しています。  
 

 

 

市税

27.2%

地方交付税

21.6%
国からの譲与税・

交付金など

6.1%

特定事業に

対する国の

支出金

17.7%

特定事業に

対する道の

支出金

7.4%

市債

6.4%

使用料・手数料

1.8%

その他の

収入

11.8%

歳入の内訳  

令和元年度決算数値  

（総額約４６６億円）  
173,073 

162,221 

142,990 

136,995 

118,026 

106,014 

56,612 

48,210 

126,432 

72,119 

76,151 

84,399 

45,212 

29,584 

34,592 

49,498 

42,618 
24,956 

236,970 

245,090 

175,366 

192,860 

207,897 

174,736 

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000

札幌市

千歳市

石狩市

北広島市

恵庭市

江別市

（令和元年度決算数値より作成）

各市の歳入の内訳（市民１人あたり額）

市税 地方交付税 市債 その他

計485,105円

計479,380円

計451,472円

計444,692円

計511,867円

計390,105円

目的別歳出の推移を見ると、生活保護や高齢者福祉、児童福祉、障がい者福祉などにかかる「民生

費」が年々増加しています。一方、かつて大きい割合を占めていた「土木費」は、社会基盤整備が落ち着

いてきた２００１年度（平成１３年度）以降大きく減少しています。  

２０２０年度（令和２年度）は、新型コロナウイルス感染症の緊急経済対策である特別定額給付金（約１２０

億円）等により「総務費」が、また、ＧＩＧＡスクール構想関連の整備等により「教育費」が、それぞれ、前年

度より増加しました。 
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総務費 民生費 衛生費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他

約５９０億円  

市債※残高（借入金）と、基金※残高（貯金）をそれぞれ、市民１人あたりの額で比較すると、市債残高は

石狩管内の市では最も低くなっていますが、基金残高も大きく減少しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※市債：公共施設の整備などの建設事業を行うために必要な資金を国や金融機関など外部から調達する借入金  

※基金：予期せぬ収入減への対応や将来のまちづくりのために積立てている貯金  
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数字で見る「江別市の１日」 
出生数  死亡数  転入者数  転出者数  婚姻数  離婚数   

       

 
ＪＲ江別駅・野幌駅・大麻駅の乗車人員  路線バス乗車人員 (市内線のみ) 市立病院外来患者数  ごみ排出（収集）量  

    

 
犯罪発生件数  救急出場件数  交通事故発生件数  火災発生件数  図書貸出件数  市の歳出（決算） 

      

数字で見る「江別市民の暮らし」 
乗用自動車数  医師人数 (歯科医師含む) 図書蔵書数  公園面積（都市公園） 大学生  65 歳以上の高齢者  15 歳未満の子ども 

       

 
電話 (住宅用 ) 水道使用量 (家事用 ) ごみ排出量  市税  小中学校教員  市職員  市の予算 (一般会計 ) 
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もしも江別市が 
人口１００人だったら   

６５歳以上は３０．９人  

75 歳以上は 15.1 人  

１５歳未満  

は 

１１．３人  

市内の大学に

通う大学生※ 

8.7 人  

小学生は 4.8 人  

中学生は 2.9 人  

※市内の大学に通う
大学生がすべて江
別市民である場合  

男性は 47.5 人  

女性は 52.5 人  
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